
 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                     

                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30（2018）年 2月 

荒川区新年度予算案が発表されました。一般会計は過去最大の 995 億円、特別会計

と合わせた全会計は過去 3番目の規模となる 1469 億円です。荒川区議会 2 月会議は

2/15～3/15 の日程で開会され、新年度予算案等の審議を行います。 

          「体は細いが、芯は太い。」  
 

 

 

 

 

 
 

 

荒川区議会議員 

 

第 65 号 

清水啓史（42歳 昭和 50(1975)年 5/7 日生 卯年 A 型 おうし座） 

寛永寺幼卒/根岸小卒/早中・早高卒/早大卒。民主党本部元職員 
平成 19（2007）年 荒川区議選初出馬初当選。現在、荒川区議会議員 3 期目。 

荒川区議会では総務企画委員会、観光・文化推進調査別委員会に所属。 
家族は妻と娘（9歳・平成 20（2008）年 12 月生）。 

 
〒116-0013 荒川区西日暮里 2-28-8   TEL/FAX 03-3801-6325    E-mail info@shimizuhiroshi.com 

民進党 

民泊条例制定へ －営業は土日祝日のみ可― 

不燃ごみの選別・資源化区内全域実施に伴い、4 月から可燃ごみ及び不燃ごみの収集時間が変更になる

地域があります。曜日の変更はりません。詳細は今後区報・HP へ掲載されますのでご確認下さい。 

今日の数字？ 

1,499 名 

今日の数字？ 1,499 名：平成 30 年 4 月入園の保育園申込者数。昨年度より 69 名減。募集枠は、保育園開

設により昨年度から 205 名の増。地域別では、尾久・日暮里地域が募集枠より申込者が上回っている。 

住宅宿泊事業法（いわゆる民泊法）が 6/15 から施行されるのに伴い、 

各自治体では条例整備が進められています。荒川区の条例骨子案では、 

①営業は土日祝日のみとする    ②区は、営業届出があった住宅を公表する  

③営業者は、近隣へ周知を行う   ④家主不在住宅で営業する際は、1㎞以内に管理者を常駐させる。 

など、住民・地域環境に大きく考慮した内容となっています。 

パブリックコメントをとりまとめたうえで、2 月会議で制定する方針です。また、マンション等の集合

住宅は、その建物における民泊の可否を管理規約で明確化することが求められます。 

ごみの収集時間変更  曜日の変更はなし 

 

 

介護保険料値上げへ 

介護保険料は 3 年ごとに改定されます。平成 30～32 年度は基準額で月額 5980 円（318 円増）に引き上

げられる予定です。給付費が 31.4 億円（6.5％）増えることが主な要因です。なお、保険料は所得ごと

15 段階（今年度までは 14 段階）に分けられ、最も高い層では月額 2810 円の上昇になります。 



 

 

区 分 30 年度 増減額・率 

一般予算 995 億円 44 億円・  4.6% 

国保特会 258 億円 △43 億円・ △ 14.4% 

後期高齢者医療特会 49 億円 1 億円・   2.3% 

介護保険特会 167 億円 △4億円・    2.2% 

合 計 1469 億円 △2億円・   △0.2% 

基金残高 229 億円 △52 億円 

区債残高 203 億円  16 億円 

新年度予算案概要 

●区内コンビニエンスストアへの AED 設置：157 万円・・・80 店舗以上に設置する。 

●感震ブレーカー無料配布：2174 万円・・・地震時に電気を自動的に止める「感震ブレーカー」を、高齢

者世帯を対象に無料配布する。 

●学校体育館の空調設置：932 万円・・・新年度に設置するモデル校の効果検証を踏まえ、全校導入へ。 

●不燃ごみ全量を選別・資源化：8473 万円・・・29 年度試行を受け区内全域で              

実施する。不燃ごみ量を 1/10 にし、埋め立て処分費削減を図る。 

●在宅高齢者に対する生活支援体制の推進：5264 万円・・・地域包括支援センター           

の機能強化を図る。あわせて、介護保険サービス以外の生活支援体制構築を進める。 

●区立児童相談所開設への推進：6億 725 万円・・・平成 28年度、荒川区における虐待相談件数は過去最

多の 303 件あり、32 年度の開設を目指す。また、里親登録数増加へ向けて取り組む。 

●荒川遊園リニューアル：7億 5442 万円・・・大型遊戯施設の更新、休憩・食事スペースの拡張、バリア

フリー対応等を行う。今年 12 月から改修工事に着手し、32 年度にリニューアルオープンする。 

●タブレット端末を活用した、窓口における多言語サービスの対応：669 万円・・・12か国語に対応した

通訳クラウドサービスを導入し、外国人に対しても迅速適格に対応する。 

●区内での創業支援強化：275 万円・・・起業家セミナーを開催し、その後、               

優れたプランを提案した起業家に事務所家賃補助等を実施する。 

●荒川総合スポーツセンターリニューアル：13億 8551 万円 ・・・EV増設や                     

トイレ・シャワー設備を更新し、32 年度にリニューアルオープンをする。 

●太田道灌を活用した区の魅力発信：255 万円・・・イベント実施や関係自治体との連携を図る。 

新年度予定主要事業（一部抜粋） 

歳入のうち、特別区税は 3 億円増の 166 億円

と見込まれています。所得環境の改善や納税

義務者の増が要因です。平成 27 年度以降は

160 億円以上で推移しています。 

一方歳出の分野別では、最も多い民生費が

58.3％を占め、32億円増の 580 億円となって

います。以下、総務費 156 億円（15.7％）、

教育費 80億円（8.1％）と続きます。 

 

野中広務氏の死去を悼んで 1/26、野中広務元衆議院議員が 92 歳で死去した。1997 年 4月、沖縄の米軍

用地を継続する特措法が自民党・新進党の与野党合意によって改正された。その審議を行った委員長の野

中氏は、本会議で「私たちのような古い苦しい時代を生きてきた人間は、国会の審議が再び大政翼賛会の

かたちにならないよう若い皆さんにお願いしたい」と声を震わせながら発言した。当時大学 4年生であっ

た私は、政治家の「ことばの力」を感じた。政治の世界に進むきっかけの 1 つでありました。地方政治経

験者だからこその、心通った政治家であった気がします。心よりご冥福をお祈り致します。 


